
−  取  扱  説  明  書  −

2.4GHz 帯高度化小電力データ通信システム

クレディコンⅣ　：　KPB800M−NH

　　警　告

●  取扱説明書本文にでてくる警告事項の部分は、製品を使用する前に注意深く
読み理解してください。

●  必ずこの取扱説明書に従って、取付け・運転を行ってください。
●  分解・改造・修理などは絶対にしないでください。



需要家の皆様へ

　このたびは当社製品をお買い上げいただきありがとうございます。
　お求めの無線操縦装置「クレディコンⅣ」を正しく使用していた
だくため、お使いになる前にこの「取扱説明書」をよくお読みくだ
さい。
　この取扱説明書は、実際に無線操縦装置「クレディコンⅣ」をご
使用になるお客様に必ずお渡しください。
　お読みになった後、本書は運転操作される方が必要なときにいつ
でも読めるように保管してください。
　ご不明な点がありましたら、お近くの当社支店、営業所宛にお問
合せください。
　正しい設置・使用方法のもとで効果を上げ、貴社の運搬管理の合
理化にお役立てください。
　今後とも末永く当社製品をご愛用くださるようお願い申し上げます。
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 1 ．はじめに  2 ．安全について
　お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止し、安全に正しくご使用いただ
くために、重要な内容を記載しています。必ずこの取扱説明書を熟読し、正しくご使用ください。
　機器の知識、安全の情報、そして注意事項のすべてを習熟してからご使用ください。

 2 − 1 　警告用語の種類と意味

　取扱説明書および機器本体に取付けてある警告ラベルでは危険度の高さ（または事故の大きさ）
に従って、次の 3 段階に分類しています。以下の警告用語がもつ意味を理解し、本書の内容

（指示）に従ってください。

図記号の説明

絵表示の例
△記号は、危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。図の中に具
体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が記載されています。

　記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止
内容が記載されています。

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。図の中や近傍
に具体的な指示内容（左図の場合は必ずアースを接続してください）が記載されて
います。

警告用語 意　　　　　　　　　　　味

危険
切迫した危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしくは重
大な傷害を生じるであろう、差し迫った危険状態を示します。

警告
潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、死亡もしくは重
大な傷害を生じることがあり得る、潜在的な危険状態を示します。

注意
潜在する危険な状態を示し、手順や指示に従わないと、中・軽傷を負う
場合、機器・機械が損傷する場合、または製品に不具合が生じる場合を
示します。

※注意に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

表示 意　　　　　　　　　　　味

してはいけない「禁止」を示します。

必ず実行していただく「強制」を示します。

危険・警告・注意を示します。
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 3 ．お取付前に
 3 − 1 　着荷時の点検

　クレディコンⅣは、 1 台ごとに完全調整し厳重な試験検査を行なっていますが、輸送中の事故
が皆無とは言えませんので、梱包を解かれましたら直ちに次の事項を点検してください。

（1）機体に損傷はないか。

（2）不足品はないか、標準構成品は次のとおりです。

 2 − 2 　取扱全般について

 2 − 3 　運転資格について

　この無線操縦装置の使用にあたっては、無線従事者免許および無線局開局の申請または届出は
必要ありません。電波法施行規則第 2 条 19 号に規定する「特定無線設備」として、認証を取得
し、認証シールを貼付しています。

●クレーン運転資格（無線、運転室付きの場合）

 2 − 4　クレーンにご使用の場合について

　無線操縦装置をクレーンの操作に使用される場合には、クレーン構造規格の規定を満足する必
要があります。走行にブレーキを設けていないクレーンおよび警報装置を設けていないクレーン
にクレディコンⅣを取付ける場合には、クレーン構造規格第 18 条及び第 30 条の規定により走
行にブレーキ及び警報装置を取付けなければなりません。
　この場合に、つり上げ荷重が 3 t 以上のクレーンのブレーキを変更するときには変更届が必要
となります。

品 名 数量 品 名 数量
送 信 機 ２台 ス ト ラ ッ プ ２個
受 信 機 １台 シリコンカバー ２個
充 電 器 １台 取 扱 説 明 書 １冊
ア ン テ ナ １本 操 作 名 シ ー ト ２個
充 電 電 池 ４本

ヒューズ 250V 2A １個
ヒューズ 250V 5A １個

注　　　意

●  クレーン構造規格第18条により、走行クレーンは、走行を制動するための
　ブレーキが必要です。
●  クレーン構造規格第30条により、電鈴、ブザー等の警報装置が必要です。

危　　　険

●  分解、改造、修理等はしないでください。
　送信機は技術基準適合証明を受けたものであり、改造することは法律により
　禁止されています。
●  修理は販売店にご依頼ください。

つり上げ荷重 ク レ ー ン 運 転 資 格

0.5t以上5t未満
クレーン運転士免許所有者、床上運転技能講習修了者、事業者よ
りクレーンに関する特別の教育を受けた者

5t以上 クレーン運転士免許所有者

危　　　険
●  つり上げ荷重が0.5t以上5t未満の場合は、クレーン運転士免許、床上運転技能講習
　または運転特別教育修了の資格が必要です。
●  つり上げ荷重が5t以上の場合は、クレーン運転士免許の取得が必要です。

禁止

指示

指示
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 3 − 5 　受信機本体の取付け

危　　　険
●  取付工事は専門業者あるいは、専門知識のある人が行なってください。
●  振動、衝撃に対する保護対策を行なってください。

指示

受信機にはケーブルクランプが添付されておりません。
屋外で使用される場合は、ケーブルクランプを別途用意し、防水性を確保してください。
穴径はφ 25となります。



109

危　　　険
●  電気工事は専門業者あるいは、専門知識のある人が行なってください。
　専門知識のない人が接続すると火災や感電の原因となります。
●  受信機を据付けてから配線してください。

危　　　険
●  アース線を確実に接続してください。
●  受信機は筐体アースが必要です。筐体アースは、感電防止及び電源ノイズ対策
　部品を有効にするために必要ですので必ず実施してください。

注　　　意
●  制御する電磁接触器及び補助継電器のコイルには、サージ保護素子を必ず取付
　けてください。
●  受信機の主電源入リレーの接点定格はAC250V 7.5A（誘導負荷）、DC30V 

5A（誘導負荷）、操作リレーの接点定格はAC250V 7.5A（誘導負荷）、
DC30V 5A（誘導負荷）です。

直接操作可能なマグネットスイッチとしては下記の型番と同等クラスを目安
としてください。
富士電機　SC—N4／三菱電機　S—N65

尚、開閉回数を増やすには余裕を持たせることが重要となります。出来るだ
け補助リレーを入れて配線してください。これは、受信機のリレー接点が閉
じる瞬間の突入電流を考えておかなければいけないのと、同時に多操作した
場合に受信機のコモンラインに大きな電流が流れるのを防ぐ為です。
制御容量はコモンラインに流れる電流の合計が7A以下を目安としてください。

開閉回数を超えてご使用になった場合は、すみやかに該当するリレーを交換
してください。そのまま使用継続されますと、安全性が低下する危険性が増
します。定期点検時には必ずご確認して頂けますようにお願い致します。

●  ハイインピーダンスの補助継電器をご使用になりますと、漏れ電流により信号
　が切れても自己保持現象により補助継電器がOFFしないことがあります。
　必ず対策を行なってください。（対策については、当社にご相談ください。）
●  電源電圧はAC85V〜264V以内で使用してください。

指示

指示

指示
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（1）受信機の出力接点に警報器を直接接続すると、残響音が発生する可能性があります。
　　このような時には、補助継電器を介して警報器を接続してください。

（2）・高 / 低は上 / 下及び、東 / 西及び、南 / 北の高速リレーを ON ／ OFF する為の
操作スイッチです。

・上 / 下、東 / 西、南 / 北の高速入 / 切リレーは送信機保持です。
・照明入 / 切リレーは受信機保持です。

 3 − 7 　配線の確認

　配線が終わりましたら間違いがないか再度確認してください。配線に間違いが無かったら受信
機に通電してください。
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 4 ．試運転
 4 − 1 　送信機の電池について

　本機は市販の単 4 型乾電池を 2 本使用することにより動作が可能です。
　弊社が用意した充電電池をはじめてお使いの時や、長期間ご使用にならなかった時は、ご使用
前に必ず電池を充電してからお使いください。
　充電電池は消耗品です。十分に充電しても使用時間が短くなった時は充電電池の寿命です。
新しい電池と交換してください。
　マンガン電池、アルカリ電池は充電することが出来ませんので絶対に充電器にセットしないで
ください。
　充電式電池を充電する場合は、充電式電池専用（もしくは指定）の充電器を使用してください。

4 − 2 　試運転

　順次、送信機の操作スイッチを押して動作の確認をしてください。
　クレーンに使用する場合は、最初は必ず「上」の操作スイッチを押し、フックが上昇するかど
うか確認してください。上昇すれば正しく配線されていますが、もし下降する時は上限のリミッ
トスイッチが動作しません。この場合、信号線の接続ミスか、インバータ仕様でない場合は電源
の逆相が考えられます。接続ミスの場合は正しく配線し、逆相の場合は R 相と T 相（接地相で
ない 2 つの相）を入れ替えてください。（インバータ仕様の場合は電源の相を入れかえても改善
しません）

 5 ．困ったときは
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６ ．無線操縦式クレーンの安全心得
　クレディコンⅣは、多くの安全機能を備えていますが、操作上で誤った取扱いを行ないますと、
思わぬ災害を引き起こす原因となります。取扱いにあたっては、次のことを遵守し、安全を心が
けてください。

危　　　険

●  クレーンの動作及び周囲の状況がよく確認できる足元の良い位置から操作をし
　てください。
●  クレーンの動作やつり荷がよく見えない場合には、危険ですから操作をしない
　でください。
●  運転者は、操作位置によってクレーンの動作方向を間違えやすいので、操作方
　向を十分に確認してから操作してください。
●  運転中に誤動作が発生した場合には、直ちに運転を中止し責任者に連絡してくだ
　さい。再使用にあたっては責任者が原因を調査し異常が無いことを確認した後に
　行なってください。
●  予備送信機がある場合は、誤って操作されないよう厳重に管理してください。

●  送信機の異常に気づいたら、直ちに運転を中止し販売店に連絡してください。
●  一人の運転者で、 2 台以上のクレーンを同時に操作しないでください。
●  クレーンの点検及び修理をする場合には、作業中に他の人が誤って操作しない
　ように送信機を必ず点検者の手元に置いておこなってください。

注　　　意

●  クレーン運転の有資格者が操作をしてください。
●  無線操縦装置の取扱責任者を決めてください。
●  運転中は、送信機の操作指令が正しく伝わっているかどうか、またクレーンと
　つり荷の状態を常に確認してください。
●  操作が終了したり、一時中断をする場合には、送信機の電源を切ってください。
●  クレーンの運転終了時には、送信機は必ず所定の場所に保管してください。

●  送信機を物にあてたり落としたりして、衝撃を与えないでください。万一落下
　衝撃が加わった場合には、送信機の各機能に異常がないかどうか確認した後で
　運転をはじめてください。
●  送信機、受信機には水が入らないように注意してください。
●  60℃以上の高熱の場所には放置しないでください。

指示

指示

禁止

禁止
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 7 ．付録

同じ無線チャンネルで最大10台迄使用可能。※１、※２

最大使用数：160台［10台×16チャンネル］

※１　無線通信が混雑していると、操作応答時間が遅くなる場合があります。
・Wi-Fi 機器と同一空間で使用される場合は、Wi-Fi 機器と受信装置の距離を、クレディ

コンⅣの通信距離と同程度離して頂くことを推奨します。
・同一チャンネルで複数台使用される場合は、制御対象の受信装置−送信機間の距離に対

して、受信装置−他の送信機を２倍以上離して頂くことを推奨します。

※２　※１の推奨条件に出来ない場合は、無線チャンネルを変更することで操作応答時間が遅く
なることを回避できます。
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